
 

 

 

Ⅰ 研究について                                 

１ 情報モラル教育に関しての学校課題 

5 月に本校の全児童とその保護者を対象に「ふくしま情報モラル診断」を実施したとこ

ろ、家庭でインターネットを利用している児童の数は全体の約半数であることが分かった。

また、「インターネットでトラブルにあったことはありますか」という質問に対して、「な

い」と答えた児童は全体の９割を超えており、SNS でのトラブルは少ないことが明らかと

なった。しかしながら、情報モラルに関するクイズでは、安全への知恵や法の理解などの

正答率が低く、情報モラルについての正しい知識を身に付けている児童は少ない結果とな

った。また、「インターネットの使い方について、家庭でルールを決めていますか」とい

う質問では、「決めている」と答えた児童が５３％であったのに対して、「決めている」

と答えた保護者は７０％であった(図１、図２)。このことから、児童と保護者でルールの認

識に大きな差があることが明らかとなった。児童と保護者のアンケート結果や教職員への聞

き取りから、本校における情報モラルの課題として以下の３点が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  児童と保護者でインターネットの使い方についてのルールの認識に差がある。 

  ② 情報モラルについての正しい知識を身に付けている児童・保護者が少ない。 

  ③ 教職員が情報モラル教育に対して苦手意識をもっており、教職員の知識と指導力が不足

している。 

  

情報モラル教育 大玉村立玉井小学校               

キーワード：デジタル・シティズンシップ教育、ふくしま情報モラル診断 

 質問 「家庭でルールを決めていますか」  

図１ 児童の結果 図２ 保護者の結果 



  以上のことから本校では、児童が情報モラルを理解し、行動の善悪を自分で判断することが

できるよう、授業実践や校内研修を中心に研究を推進していく。 

２ 研究の概要 

 (１) 研究テーマ 

 

 

 

 

本校では、『デジタル・シティズンシップ教育』を推進し、行動の善悪を自分で判断できる力

を身に付けるための授業実践を行っていきたいと考えた。校内研修では、国際大学グローバル・

コミュニケーション・センター(GLOCOM)の豊福晋平准教授の資料を中心に研修を行い、本

校職員の指導力向上を目指すこととした。また、保護者を対象とした情報モラルに関する講演

会を行い、保護者の情報モラルに対する意識を高めていきたいと考えた。 

  デジタル・シティズンシップ教育とは… 

「デジタル技術を使用して学習、創造し、責任をもって市民社会へ参加する能力（※）」を

育むことを目的としている教育。定まった行動規範やルールを教えて態度や考え方の理解に

とどめるのではなく、行動の善悪を自分で判断できる力を身に付けることができるように指

導していくもの。 

※はじめようデジタル・シティズンシップの授業（2023 年 日本標準）から引用 

 (２) 年間計画(授業実践、授業研究会等) 

時 期 実 施 内 容 

６月１４日 

 

６月１９日 

７月１３日 

７月２７日 

 

 

９月２５日 

１０月２７日 

 

１１月１５日 

１２月上旬 

玉井小オープンスクール 第２学年 道徳科「みんなのニュースがかり」 

            第５学年 道徳科「アップするの？」 

第１回 校内研修会「ふくしま情報モラル診断の結果について」 

第２回 校内研修会「ネットやＳＮＳの安全な利用について」 

おおたま学園全体会 研修会  

「テクノロジーの善き使い手を育てるデジタル・シティズンシップ教育」 

講師 国際大学GLOCOM 准教授・主幹研究員 豊福 晋平 様 

第３回 校内研修会「メタモジを活用した教材づくりとメディアリテラシーについて」 

親子情報モラル教室「情報モラルについて考えよう」 

講師 医療創生大学心理学部 教授 中尾 剛 様 

第４回 校内研修会「情報モラル教育の授業づくりについて」 

各学級で道徳科の時間に情報モラル教育を取り入れた授業を実施 

デジタル機器の善き使い手を育てる 

～情報モラルを理解し、行動の善悪を自分で判断する力を育むために～ 



Ⅱ 研究の実際について                            

 １ 校内での実践 

(１) おおたま学園オープンスクール 

①第２学年 道徳科「みんなのニュースがかり」 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

〈情報モラルの視点①〉 

「みんなが喜ぶニュース

にするためにはどうした

らよいか」について考え

る。 

 主人公が間違った情報

をニュースとして学級に

発信したことで友達が怒

ってしまったことを踏ま

え、「みんなが喜ぶニュー

スにするためには」どう

したらよいかについて話

し合った。 

〈成果〉 

書く前に正しい情報であるか確かめる

ことや、間違ったことを書いてしまっても

正しく書き直すことの大切さに気付いて

いる児童の姿が見られた。正しい情報の発

信について理解を深めることができた。 

〈情報モラルの視点②〉 

間違った情報を発信され

たらどうか考える。 

 児童の生活経験に合わ

せて自分が受け取る情報

が間違っていたらどうか

考える活動を行った。本村

では授業の実施時期に野

生のクマが出没し、注意を

呼び掛ける村内放送が毎

日のように流れていた。さ

らに、それに関する間違っ

た情報も噂として流れて

いた。本時ではそれを例と

して取り上げ、「クマが出

る場所が間違って伝えら

れていたらどうか」といっ

たことを考えた。 

 



   ② 第５学年 道徳科「アップするの？」 

「ふくしま情報モラル診断」を活用した授業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈情報モラルの視点①〉 

「ふくしま情報モラル

診断」の結果から自己

を見つめ直す。 

「ふくしま情報モラル

診断」を事前に実施し、

正答率が低かった結果

を全体で共有した。 

〈成果〉 

「ふくしま情報モラル

診断」の結果を全体に共

有することで、自分たち

のメディアとの関わり

方を振り返ったり、メデ

ィアコントロールや情

報を正しく扱うことの

難しさについて考えた

りすることができた。 

〈成果〉 

「ふくしま情報モラル診断」の問題を全員で解く活動を通して、

情報を発信するときに気を付けることについて様々な観点から考え

ることができた。情報を発信するときは、相手の立場に立つことや、

きまりやルールを守ることが大切であることに気付く姿が見られた。  

「ふくしま情報モラル診断」とは… 

家庭でのインターネットの利用状況を

調査したり情報モラルに関する実態を

把握したりすることができる。 

 

〈情報モラルの視点②〉 

「ふくしま情報モラル

診断」の問題を解く。 

「ふくしま情報モラル

診断」の問題を解き、情

報を発信するときに気

を付けることについて

考えた。 

 



 (２) 長期休み前の授業実践  

① デジタル機器との付き合い方を考える授業実践(夏休み前) 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

② メディアバランスについて考える授業実践 (冬休み前) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

STEAM ライブラリー - 未来の教室 (steam-library.go.jp) 

 夏休み前にデジタル機器との向き合い方を考える授業を

全学年で実施した。授業では、デジタル・シティズンシップ

教材を視聴し、自己の生活を振り返りながら夏休みの計画を

立てる活動を行った。「夏休みの宿題に２時間取り組んだら

３０分使うようにしたい」と計画を立てる児童や、「タブレ

ットで動画を見ることは好きだけど、友達と遊ぶ時間や家の

手伝いをする時間も大切だから、使いすぎないようにした

い」と、自己の生活を振り返って夏休みの計画を立てる児童

の姿が見られた。 

 冬休み前にメディアバランスを考える授業を高学年

で実施した。授業では、普段、どのメディアをどれくら

いの時間使っているのかを振り返った。その後、メディ

アバランスを考え、冬休みの計画を作成した。メディア

の使い方を具体的に振り返ることで、「YouTube を見て

いる時間を減らして家族時間を増やしたい」と計画を立

てる児童や、「睡眠の時間を増やすためにゲームの時間

を減らしたい」と、優先順位を決めて計画を立てる児童

の姿が見られた。 

メディアを振り返るためのワークシート① メディアを振り返るためのワークシート② 

冬休みの計画を作成するワークシート 

 

メディアの種類とメディアを使わない 

時間に何をするか選択できるようにした。 



 (３) 校内研修 

  ① 第１回 校内研修 「ふくしま情報モラル診断の結果について」 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

② 第２回 校内研修 「ネットやＳＮＳの安全な利用について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童のメディアリテラ

シーを育成するためには、

児童と保護者両方の実態

を把握することが欠かせ

ない。そこで、第１回の校

内研修では、５月に実施し

たふくしま情報モラル診

断の結果を確認した。学年

によって情報モラルに関

する知識にばらつきがあ

ることや(図３)保護者の

正答率が低かったこと(図

４)などを共有した。また、

児童の正答率が低かった

問題を教職員が実際に解

くことで、児童の課題を再

認識できた。 

 

図３ ふくしま情報モラル診断結果(児童) 

図４ ふくしま情報モラル診断結果(保護者) 

STEAM ライブラリー - 未来の教室 (steam-library.go.jp) 

 

・デジタルデバイスと

の付き合い方 

・トラブルへの対応 

・ＳＮＳの使い方 

インターネットや SNS を使う上で起こり得る様々な問題について児童が主体的に考え、

責任をもってデジタルツールを使うことができるように、情報モラル教育+デジタル・シ

ティズンシップ教育という考え方で情報モラル教育を進めていくことの重要性について、

教職員全体で学ぶことができた。教材として作成された動画の紹介や活用方法を教えてい

ただき、デジタルデバイスとの付き合い方やトラブルへの対応、SNSの使い方を考えるこ

とができる教材であることを共有した。 

 

 

 



(４) 親子情報モラル教室(児童・保護者対象) 

「情報モラルについて考えよう！～ネット依存、SNSによる被害にあわないために～」  

講師：医療創生大学心理学部教授  中尾 剛 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 成果と課題                                   

1 成果 

○ 児童が「ふくしま情報モラル診断」の問題を解く活動を通して、情報を発信するときに気

を付けることについて様々な観点から考えることができた。情報を発信するときは、相手の

立場に立つことや、きまりやルールを守ることが大切であることに気付く姿が見られた。 

○ 「ふくしま情報モラル診断」のアンケート結果を授業に生かすことで、メディアとの関わり

方を振り返ったり、メディアコントロールや情報を正しく扱うことの難しさについて考えた

りすることができた。 

○ 長期休業前に情報モラルやデジタル・シティズンシップ教育に関する授業を実践したこと

で、メディアとの関わり方を客観的に評価したり、優先順位を決めて計画を立てたりする力

の向上が見られた。 

○ 教職員研修や校内研修を通して、教職員の情報モラルやデジタル・シティズンシップ教育

に関する意識を高めることができた。 

2 課題 

● 教員一人一人が GIGA スクール構想を改めて正しく・深く認識した上で、児童がテクノロ

ジーの善き使い手としてデジタル機器を積極的に学習や生活に生かしていけるように推進し

ていく必要がある。 

● 親子の情報モラル教室や保護者へのアンケートを実施したことで、情報モラルやデジタ

ル・シティズンシップ教育への関心が高まっている一方、家庭によって認識の差が大きいた

め、今後も家庭への働き掛けを行っていく必要がある。 

  親子を対象とした情報モラル教室では、「SNSやネ

ットゲームの危険性」や「子どもの SNS被害」につ

いてご講演いただいた。ゲームの依存度をチェック

したり、著作権について考えたりすることで、児童

が自分事として考えることができた。また、デジタ

ル機器と上手に付き合っていくためには、「守れるル

ールをつくること」が大切であることをお話しして

いただき、「怒られるからルールを守るのではなく、

危険から身を守るためにルールがある」ことを確認

することができた。 
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